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　アレルギーは食べ物のイメージなのに、お肌のケア？と思う方もいらっしゃるかもしれません。
　目には見えませんが、食べ物の成分は空気中を舞うことで、家中に広がります。例えばベビーベッドなど
にも付着しており、卵、乳、小麦のたんぱく質がほぼ100％含まれていると言われています。さらに湿疹な
どで皮膚のバリア機能が弱くなっているときには、皮膚を通して体の中に食べ物の成分が入ってしまうこ
とになります。

乳児期の皮膚の特徴
　皮膚の機能が未熟で、外からの刺激に対する防御力が弱く、乾燥しやすく蒸れやすい状態です。

　これらより、適切なスキンケアが大切です♪

具体的にはどうしたら？
　スキンケアには2つのポイントがあります。

乳児期からのアレルギー予防には
　　　　　　　スキンケアが大切です！

卵、乳、小麦
などのたんぱく質

湿疹などがあるお肌を
通して体内に入ると…

アレルギー反応
が起こりやすく
なります

①皮膚を清潔に保つ
　お風呂で体を洗い、入浴することで皮膚の
清潔を保ちます。泡でやさしく
皮膚全体を洗い、汚れを落とし
ます。

②バリア機能を補正する
　お風呂から上がったら、保湿剤を塗ること
で、乾燥や外からの刺激
を防ぐことにつながり
ます。

スキンケアによりすべてのアレルギーを予防できるわけではありませんが、一定の予防効果はある
とされています。ぜひ参考にしていただければと思います♪

お子さんの健康についてお悩みや困りごとがありましたら、保健センター（☎ 82-3844）までお気
軽にご相談ください。

8 広報とようら　−令和 5 年 2 月号−


